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平成２８年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  Ａ４ 

 

 ２．研究課題名  情報の信頼性を評価する能力向上のための学習デザインの設計と評価 

 

 ３．研 究 期 間  平成２８年 ４月 １日 ～ 平成２９年 ３月３１日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

稲垣 知宏 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

庄 ゆかり 広島文教女子大学・教養教育部 准教授  

岡部 成玄 北海道大学 名誉教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

    

    

 

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 大学での一般教育として情報の信頼性を評価するための学習デザインの設計と評価を行う目的

で、研究を実施した。広島大学、広島文教女子大学と北海道大学で、授業前後のアンケート調査に

より、大学生が情報の信頼性をどのような観点から判断しているのかを明らかにし、それぞれの大

学で実施している大学生の情報評価のスキルや批判的思考能力向上を目的とした授業内容の違いと

大学生が授業で獲得したと考えられるスキル、獲得していないスキルについて比較し、新しい学習

デザインについて検討した。 

 広島大学と広島文教女子大学では、ウィキペディアを題材とした学習教材を利用し、ウッキペデ

ィアの３大方針である「中立的な観点」、「独自研究は載せない」、「検証可能性」について説明後、

特に「検証可能性」に関して、一次資料、二次資料、三次資料といった情報源の種類、参照文献、

リンク等の情報源の示され方を説明した。この授業の前後に信頼性判断基準についてのアンケート

を実施した。広島文教女子大学では、教材の一部にウィキペディアの記事の印象調査を含め、これ

についても授業の前後に調査した。北海道大学では、学術情報を含む情報検索に関する授業の前後

に信頼性判断基準についてのアンケートを実施した。 

 アンケートは、信頼性判断の根拠に関する 24 項目について「とても信頼できる」から「まったく

信頼できない」までの 5 段階評価により回答させるものである。ウィキペディアの記事の印象調査

を実施した広島大学の調査では、「全体として、参考にした文献等の数が多い情報」、「参考文献一つ一

つの質が高い情報」といった情報源とその種類（質）に関する項目について、授業の前後で有意な差
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が確認できた。広島文教女子大学では、受講学生が少ないことから授業の前後で有意差は確認でき

ない項目がほとんどであったが、印象が高い低いの違いで、情報の信頼性の評価基準を情報源に求

めるという観点をもつ学生群（低評価群）と、情報の発信者により判断しようとする学生群（高評

価群）が存在することが判明した。 

 今後の課題として、ウィキペディア等サイトを利用した情報検索について、大学生の判断基準を

向上させる授業デザインの改善を図るとともに、より広い状況での大学生の判断基準について、批

判的思考態度尺度と合わせた分析へと、共同研究を展開させている。 

 

研究成果の学会発表 

1. "学生が情報の信頼性を評価するスキルの定量的分析"、庄ゆかり, 稲垣知宏、大学 ICT 推進協

議会年次大会、国立京都国際会館、2016 年 12 月 15 日；シンポジウム「これからの大学の情

報教育」、京都大学、2016 年 12 月 17 日 


